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KB343 (1) is a tris-guanidine alkaloid isolated from a Palauan zoantharian by Sakai and co-

workers in 2018.  To construct the tricyclic guanidine moiety, which is a structural feature of 

KB343 (1), we firstly investigated the oxidative cyclization by utilizing a model compound 2 

as a substrate, and found that the reaction proceeded with 4-chloro-diacetoxyiodobenzene (4-

Cl-PIDA) to give spiroguanidine 3 in 50 % yield (Scheme 1).  Then we further investigated 

the oxidative cyclization of bicyclic guanidine 4 with PIDA to give tricyclic guanidine 5 

(Scheme 2). 
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【目的】 KB343（1）は、2018 年に酒井らによりパラオ産ス

ナギンチャクより単離されたトリスグアニジンアルカロイ

ドである¹⁾。本研究では、KB343（1）の構造的特徴である三

環性グアニジン部位の構築を目的として、超原子価ヨウ素

試薬によるグアニジンを求核種とした酸化的環化反応につ

いて検討を行った。 

【実験・結果】 グアニジンの酸化的環

化反応について、モデル化合物 2を用い

て検討を行った。その結果、2に対し、

テトラフルオロプロパノール（TFP）溶

媒中、MgO（2.1 equiv.）存在下、超原子

価ヨウ素試薬として 4-クロロジアセト

キシヨードベンゼン（4-Cl-PIDA, 1.0 

equiv.）を作用させたところ、スピログ

アニジン 3 が収率 50%で得られること

を見出した（Scheme 1）²⁾。さらに二環

性のグアニジン 4 に対し、同様の酸化

的環化反応を検討したところ、三環性

グアニジン 5 が得られることを見出し

た（Scheme 2）。 
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Figure KB343（1）の構造  

Scheme 1 スピログアニジン 3の合成 

Scheme 2 三環性グアニジン 5の合成 
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